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　　まちづくり協議会は，地域の課題や特性を活かしてより良い地域づくりについて話し合うための組織です。 

　　また，地域にある団体や住民の方々が幸せに暮らせる地域にしていくために，自分たちの住む地域を見つめなお

　し地域にどんな課題があるのか，課題解決に向けてどんな取組をしていくかを話し合うことができる「場」です。 

　　その話し合いの過程で，お互いが日頃から抱えている想いや望む地域の将来像を共有し，課題解決に向けて取り

　組んでいく実践の「場」となることを目指します。

■目指すべきまちづくり協議会の姿

連携・協働

コーディネート

笠岡市

まちづくり協議会
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　【見直しに向けた基本方針】

　　◆まちづくりの基本方針及び基本理念は維持する

　　　〇まちづくりの基本方針

   

■制度見直しに向けた基本方針と見直しの方向性

○笠岡市自治基本条例　抜粋 
（協働のまちづくり） 
第２１条　市民及び市は，互いに対等な立場で，相互理解を深めるとともに信頼関係のもとに，協働して
まちづくりを進めるよう努めなければならない。 
２　市議会及び執行機関は，前項に規定する協働を推進するに当たり，市民の自発的な活動を支援するよ

う努めなければならない。 
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〇笠岡市総合計画　　　　　　　　　　　　　（抜粋P37）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（抜粋P79）
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　　　〇笠岡市総合計画　　　　　　　　　　（抜粋P80）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（抜粋P81）
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　【見直しの方向性】　

　　各地域が抱える課題解決にむけた取組により多くの住民が参加して持続可能な活動ができるような組織体制の構

　築を円滑に進めるため，笠岡市の協働のまちづくりの方針，まちづくり協議会のルール及び位置づけを明確にする 

　　　　　１.協働の方向性・協働のまちづくりの方針を明確にする

　       　　　本市における協働のまちづくりをすすめるうえでの方針を明らかにし，地域の自発的な取組支援につ

　　　　　　 いて具体化するため，協議会制度の基礎となる「笠岡市地縁組織との協働システム構築計画」（別添２

             参照）を現状に即した形に改訂する。

        　  ※「第７次笠岡市総合計画」を上位計画とし，その「2-6市民参画・協働の推進」（P12参照）において

　　　　　　　定められている基本方針に沿って策定

          ２.課題解決に向けた地域の取組を支援できる環境（交付金制度及び庁内体制）を整備する。

　　　　     ・「魅力あるまちづくり交付金制度」の見直し～課題解決に効く交付金制度～

　　　　     ・地域担当職員の効果的な支援

　　      ３.明確にされた協働のまちづくりの方針のもと，地域住民が地域課題の解決について話し合い支援制度を

             活用しつつ実践する「場」としてのまちづくり協議会の位置づけを「まちづくり協議会条例」によって

             定義する。
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行政の中でいろいろな視点から事業をみなおすことで市全体としての事業効果の向上とともに制度ありきではなく地

域起点の施策の展開を目指す。 
■笠岡市まちづくり協議会制度見直し庁内チーム会議

各課でおこなう事業はバラバラ。
一方、地域は一つ

・各課で各事業
・担い手不足
・財源も減少

行政

●●
委員

●●
委員

●●
委員

●●
委員

●●
委員

・人がいない
・役を兼務
・継続が難しい

○○課 ○○課 ○○課 ○○課 ○○課

（提供：みんなの集落研究所）

視点１ 関係課の事業の見直しや庁
内連携体制の構築により地域の負担
の軽減を図ることができないか

視点２ 市の複数の課から支出さ
れている地域への補助金を一つに
まとめて交付することで住民行政
双方にとってより有効な事業が実
施できないか

視点３ 地理的条件などによる地域
特有の課題を解決しようと頑張る地
域に対して行政はどう支援するべき
か
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